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調査対象：2 歳～6 歳の健常児 57 名 
調査内容：以下の 4 項目について検査を実施した。①言語・発達検査(2 歳代は乳幼児発達
質問紙、3 歳以上は絵画語彙発達検査 )、②音韻プロセス分析（新版-構音検査を実施し
構音の誤りを音韻プロセス分析に従って分類した）、③口腔運動検査（改訂版-随意運動




平均 107.5±4.1）。3～6 歳代の絵画語彙発達検査は評価点平均 10.3±3.3 であった。1














 日本語における音韻プロセスの誤りは 3 歳以降になると急激に減少がみられた。英語圏
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